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工事概要

 受注⽅式︓設計施⼯⼀貫
 建設地 ︓東京都
 主要⽤途︓オフィスビル
 設計期間︓2020年7⽉〜2021年1⽉
 ⼯事期間︓2021年1⽉〜2022年5⽉
 階数 ︓地上11階
 主体構造︓S造（CFT）
 敷地⾯積︓977㎡
 建築⾯積︓576㎡
 延床⾯積︓5,458㎡
 備考 ︓都市部狭⼩地での施⼯
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作業体制

 BIMマネージャー︓店社BIM推進部門︓1名（兼務、非常駐）
 BIMモデラ― ︓外部モデリング会社︓1名（兼務、非常駐）

BIMモデリング会社

施工BIM取組み体制

• 施工BIMモデル現場選定
• 施工BIM取組項目決定

建築本部
• 施工BIM現場運営支援
• BIMソフト操作教育

東京建築部CADセンター
• 施工BIMモデル活用
• BIMソフト操作教育受講

作業所

⾒積り徴収 要件定義・モデリング指示 BIMモデル受領

建築事業本部

東京支社

東京建築部

支援
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使用したBIMツール

目的 ソフトウェア ソフトウェアベンダー

モデリング Archicad GRAPHISOFT
仮設パーツ SmartCON Planner Global BIM
干渉確認 Solibri GRAPHISOFT
ビューア BIMｘ GRAPHISOFT
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取組みの概要

実施内容
❶狭隘地での建⽅⼯事を含む全体施⼯手順の確認
・全体施⼯ステップモデルを作成し、⼯事関係者による施⼯手順の合意形成
・既存地下躯体を利⽤した⼭留計画の事前検討
・鉄骨建⽅⼯事は更に⽇割ステップに発展
・地下躯体モデルを利⽤し、コンクリート数量積算と打設⼯区割検討を実施
❷設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意
・意匠、構造、設備統合モデルを作成し納まりを確認
・更に外装デジタルモックアップによる合意形成
・外装や敷地モデルは意匠基本モデルを使⽤
・設備と鉄骨の重ね合わせモデルは干渉チェックに活⽤
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取組みの概要（ワークフロー）

BIMワークフロー
期間 着⼯前期間 着⼯初期

フロー 事前準備 BIMモデル作成・調整 現場施⼯

キーデート

❶狭隘地での鉄
骨⼯事を含む全
体施⼯手順の確
認

発注者

設計

支援部門

作業所

専門⼯事
会社

❷設備ガラリ廻
り外装納まりモ
デル合意

発注者

設計

支援部門

作業所

専門⼯事
会社

BIM取組項目選定

合意
形成施⼯計画検討

社内施
⼯検討

会(BIM) 施⼯

モデリング
会社選定

外装納まり検討

BIM取組項目選定

製作図チェック
・修正製作図作成

施⼯

BIM取組内容
キックオフ

ミーティング

BIM連携会社
キックオフ

ミーティング
社内施⼯
審査会

BIMモデ
ル合意

施⼯計画⽴案

モデリング
会社選定

88条届出作成

関係者
への説明

関係者
への
説明
・

モデル
合意

全体施⼯ステップモデル作成
（1ヶ⽉）

外装デジタル
モックアップ
作成（1ヶ⽉）

設計基本
モデル作成

意匠基本
モデル作成
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事前準備：BIM連携計画書（日建連書式）

1. BIM連携概要の確認
2．錢高組とBIM連携各社の役割決定
3．モデリング会社への依頼内容と仕様・成果物

の提出方法決定
4．各専門工事会社より調達するデータの決定
5．成果目標イメージ図示
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事前準備：設計BIMモデルの活用
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認

 2次元計画図を参照しモデリングの実施
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認

事前⼭留親杭施工状況 ⼭留親杭脚部

タイロッド固定

埋戻し前⼭留親杭事前確認

 解体埋戻し前に⼭留計画の検討

・既存躯体を利用して⽔平切梁を設置不要にした。
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認

1次掘削工事︓既存躯体を利用した⼭留計
画の事前確認

2次掘削工事︓構台上及び根切底の重
機配置検討
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認

 地下躯体モデルを利⽤し、コンクリート数量積算と打設⼯区割検討を実施
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認

 専門⼯事会社との連携①カメイ(P.67)

カメイ㈱より鉄骨モデル提供

←建方ステップ(全38ステップ)
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1.狭隘地での建方工事を含む全体施工手順の確認

・重機配置と揚重可否を確認
・荷取ヤードの事前検討
・道路使⽤状況、周辺状況の反映

 SmartCONPlannerを活⽤して建て逃げ⼯法を検証
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2.設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意

外装ガラリ廻りの外装材・鉄骨・耐火被覆
・設備ダクトまで⼊⼒

 統合モデルを活⽤し、天井内隠蔽部の納まり確認
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2.設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意

 製作図とBIMデータを併⽤して納まり確認

サッシガラリ部分断面モデル

サッシガラリ部分断面状況

サッシガラリ部分図面
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2.設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意
 専門⼯事会社との連携②きんでん(P.71)

データ連携

＋

鉄骨FAB︓
Real4他

設備︓Tfas

干渉チェックソフト
【Solibri Model Checker】

意匠・構造・設備統合BIMモデル

(中間ファイルIFC形式)

【Archicad】
干渉部の抽出
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取組みの効果

効果
❶狭隘地での建⽅⼯事を含む全体施⼯手順の確認
・建⽅重機配置・揚重可否・荷取りヤードを事前検討

することができた。
・⾒える化による施工⼿順の理解が深まった。
・⼿順の共有が簡略化し、⼿戻り作業の発⽣防⽌効果があった。
❷設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意
・隠蔽部の納まりの確認が容易にできた。
・躯体・設備・仕上部材の取り合い事前確認、

品質向上に寄与した。
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成功要因と工夫点

⼯夫点
❶狭隘地での建⽅⼯事を含む全体施⼯手順の確認
・モデリング会社及び専門⼯事会社との計画意図の共有と密な連携体制が

取れたこと。
・架空線等の敷地周辺状況もモデルで表現し施⼯検討を⾏ったこと。

❷設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意
・外壁ガラリ廻りの外装材・鉄骨・耐火被覆・設備ダクト・天井吊ボルト

等を可能な限り⼊⼒して、リアリティを⾼めたこと。
・ビューアーソフトを活⽤し多種端末で確認できるようにしたこと。
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次回改善点

改善点
❶狭隘地での建⽅⼯事を含む全体施⼯手順の確認
・BIMモデルから計画図⾯を作成するフローの確⽴と標準化。
・部分的な計画変更修正への対応スピードを向上する。

❷設備ガラリ廻りの外装納まりモデル合意
・納まり検討初期からのBIMデータの作り込みを実施する。
・製作物のモデリングスケジュールの管理手法の確⽴。
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＜狭隘地オフィスビル施工におけるBIM活用＞

ご清聴ありがとうございました。


